
　

「姫路城を背にしたはしご乗り演技」

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
二
五
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

間
、
国
内
外
の
人
々
が
驚
く
ほ
ど

の
創
造
的
復
興
を
な
し
と
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
危
機
に
陥
っ
た
財

政
の
建
て
直
し
に
取
り
組
ま
ざ
る

を
得
な
い
な
ど
、
苦
難
の
連
続
で

し
た
。
令
和
の
時
代
の
到
来
と
と

も
に
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
環
境
が
整
い
ま
し

た
。二

五
年
目
の
節
目
を
機
に
改
め

て
原
点
に
立
ち
返
り
、
震
災
の
経

験
や
教
訓
を
忘
れ
ず
、
伝
え
、
こ

れ
を
活
か
し
、
し
っ
か
り
と
備
え

て
い
き
ま
す
。

こ
の
安
全
安
心
の
基
盤
の
上
に
、

二
〇
二
〇
年
の
展
望
の
具
体
化
を

図
り
、
す
こ
や
か
兵
庫
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
一
は
、
安
全
安
心
な
兵
庫
の

構
築
。
二
〇
二
五
年
問
題
に
対
応

す
る
た
め
の
在
宅
医
療
・
介
護
体

制
の
充
実
や
地
域
医
療
の
確
保
な

ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
を

つ
く
り
ま
す
。

第
二
は
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
。

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
社

会
減
を
解
消
し
、
自
然
減
を
縮
小

す
る
人
口
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
世
代
産
業
の
創
出
を
支
援
し
、

起
業
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
基
幹
産
業
化
も
推

進
し
、
活
力
あ
る
兵
庫
を
つ
く
り

ま
す
。

第
三
は
、
交
流
・
環
流
の
促
進
。

五
国
の
魅
力
を
活
か
し
、
観
光
交

流
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

加
速
さ
せ
ま
す
。
三
宮
再
整
備
や

県
庁
舎
の
建
替
な
ど
、
ま
ち
の
再

生
を
急
ぎ
ま
す
。

私
た
ち
兵
庫
は
、
震
災
と
い
う

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
試
練

を
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
復
興
の
そ
の
先
の
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
課
題
に
対
し

て
果
敢
に
挑
み
、
と
も
に
手
を
携

え
、
す
こ
や
か
な
兵
庫
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
か
ら
令
和
へ

　
新
た
な
時
代
に

す
こ
や
か
兵
庫
を

め
ざ
し
歩
ま
ん
　

令
和
二
年
の
新
春
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
員
、
消
防
職
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
、
当
協
会
の

運
営
や
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
々
厳

し
い
訓
練
を
重
ね
ら
れ
、
地
域
住

民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

献
身
的
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
新

し
い
年
を
迎
え
、
消
防
人
と
し
て

の
誇
り
を
胸
に
、
地
域
を
守
る
決

意
を
新
た
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
京
都
市
伏
見

区
で
の
爆
発
火
災
、
沖
縄
県
の
シ

ン
ボ
ル
で
世
界
遺
産
で
も
あ
る
首

里
城
の
大
部
分
が
焼
失
す
る
大
規

模
な
火
災
に
加
え
、
九
州
北
部
豪

雨
、
各
地
で
河
川
が
氾
濫
し
、
広

範
囲
な
浸
水
や
土
砂
崩
れ
が
相
次

い
だ
台
風
第
一
五
号
や
一
九
号
な

ど
、
各
地
で
様
々
な
火
災
や
災
害

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
火
災
現
場
や
自
然
災

害
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域
の
最

も
身
近
な
消
防
団
が
い
ち
早
く
現

場
に
駆
け
付
け
、
消
火
、
救
助
を

は
じ
め
、
避
難
誘
導
や
地
域
の
巡

回
な
ど
懸
命
に
活
動
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
消

防
団
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
職
員
・
消
防
団

員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
県
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、

今
後
と
も
心
身
の
鍛
錬
、
技
術
の

錬
成
に
努
め
ら
れ
、
ご
精
励
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

消
防
の
持
つ
役
割
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
の
た
め
各
種
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
は
、
消
防
団
に

か
か
る
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
消
防
団
の
活

性
化
を
図
り
、
社
会
環
境
の
変
化

に
即
し
た
消
防
団
の
充
実
に
傾
注

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
災
害
の

な
い
平
穏
な
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

願
し
、
県
下
の
消
防
団
員
、
消
防

職
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
二
年
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
新
時
代
　
復
興
の
、そ
の
先
へ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
　
兵
庫
県
消
防
協
会
　
　
　
　

会
長
　
岸
谷
　
義
雄

（1） （隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防
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急
消
防
援
助
隊
の
創
設
に
よ
る
全

国
的
な
応
援
体
制
の
整
備
に
関
わ

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な
、
そ

し
て
そ
の
後
の
日
本
消
防
の
あ
り

方
に
関
わ
る
こ
と
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
退
官
後
も
ず
っ
と

気
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
ひ
と
つ

は
、
全
国
的
な
応
援
体
制
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域

防
災
体
制
を
整
備
す
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
消
防
協
会
に
勤

務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
後
に
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
そ
の
時
、

あ
ら
た
め
て
地
域
防
災
体
制
の
重

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
国
の
政
策
と
し
て
進
め
る

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
兵
庫
県
消
防
の
皆
様
に

と
っ
て
、
今
年
が
無
事
平
穏
な
よ

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

今
年
は
、
あ
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
二
五
年
を
迎
え
ま
す
。

近
年
初
め
て
の
大
都
市
を
直
撃
す

る
大
規
模
地
震
で
、
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
の

皆
様
に
と
っ
て
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
大
変
な
体
験
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
の
時
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
今
も
お
祈
り
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

あ
の
年
六
月
、
私
は
当
時
の
自

治
省
消
防
庁
長
官
に
就
任
し
、
緊

こ
と
を
明
確
に
す
る
法
律
の
制
定

を
要
望
し
た
の
で
す
が
、
国
会
議

員
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
い
て

「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法

律
」
を
制
定
し
て
頂
き
ま
し
た
。

最
近
、
思
い
が
け
な
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
火
災
、
自
然
災
害
が
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
口
動
態

等
社
会
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る

な
か
、
消
防
は
、
ど
の
よ
う
な
事

態
が
あ
り
ま
し
て
も
自
ら
の
安
全

を
守
り
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
の

生
命
を
守
り
抜
く
こ
と
が
で
き
る

消
防
体
制
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
も
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
、
教
訓

を
い
か
す
、
地
域
防
災
体
制
の
充

実
強
化
は
や
は
り
当
面
す
る
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
勿

論
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
広

範
な
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り

ま
の
で
、
私
た
ち
は
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
い
か
し
な
が
ら
、

常
備
消
防
、
消
防
団
は
も
と
よ
り
、

学
者
研
究
者
、
消
防
機
器
メ
ー

カ
ー
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
等
、
幅

広
い
消
防
防
災
関
係
の
方
々
の
お

知
恵
、
お
力
を
結
集
し
て
、
消
防

防
災
総
合
力
を
高
め
る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ば
一
億

総
参
加
、
一
億
総
活
躍
で
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
二
五

年
の
時
を
迎
え
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
思
い
な
が
ら
、
兵

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
現
場
に
お
い
て
は
、

被
災
地
の
消
防
本
部
や
地
元
消
防

団
は
も
と
よ
り
、
被
災
状
況
に
よ

り
県
内
消
防
応
援
隊
や
緊
急
消
防

援
助
隊
も
総
力
を
挙
げ
て
救
急
・

救
助
活
動
等
に
当
た
っ
て
頂
き
、

多
く
の
人
命
を
救
助
し
て
頂
き
ま

し
た
。
改
め
て
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
・
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
平
成
は
、
阪

令
和
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
全
国
の
消
防
関
係
者
の

皆
様
に
謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

平
素
か
ら
消
防
防
災
活
動
や
消
防

関
係
団
体
業
務
な
ど
に
御
尽
力
頂

い
て
お
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
や
そ
の
影
響
に

よ
る
集
中
豪
雨
等
の
幾
多
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
七
月
に

は
京
都
市
伏
見
区
の
爆
発
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

あ
れ
か
ら
二
五
年
で
す
ね
。
│
新
春
ご
あ
い
さ
つ
│

公
益
財
団
法
人　

日
本
消
防
協
会　

 

会
長　

 　

 

秋
本　

敏
文

年

頭

の

辞

消
防
庁
長
官　
　
　
　
　
　

林
﨑　
　

理

神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
た
災
害

対
策
法
制
の
見
直
し
（
平
成
七

年
）
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
法
律

へ
の
位
置
づ
け
（
平
成
一
五
年
）
、

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
三
年
）

を
受
け
た
相
互
応
援
の
強
化
や
住

民
の
円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
の
確

保
な
ど
、
我
が
国
に
お
い
て
は
不

可
避
で
あ
る
大
災
害
の
不
幸
な
経

験
を
経
つ
つ
、
被
害
の
最
小
限
化

を
目
指
し
て
不
断
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
き
た
時
代
で
し
た
。

新
た
な
令
和
の
時
代
に
お
き
ま

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
等
に

よ
る
先
人
達
の
犠
牲
を
決
し
て
無

駄
に
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
今

後
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
等
の
大

規
模
災
害
等
に
備
え
、
減
災
へ
の

各
種
施
策
の
一
層
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
Ｇ
二
〇
大
阪

サ
ミ
ッ
ト
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
二
〇
一
九
及
び
皇
位
継
承

式
典
等
と
い
う
大
規
模
で
歴
史
的

な
行
事
が
続
き
、
消
防
庁
と
し
て

も
、
関
係
府
省
庁
及
び
各
自
治

体
・
消
防
本
部
と
連
携
し
、
安

心
・
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
万

全
な
消
防
・
救
急
体
制
を
整
え
た

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人

兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
二
年
元
旦

総

裁

副
総
裁

会

長

副
会
長

井
戸
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金
澤
　

和
夫

荒
木
　

一
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金
　

孝

岸
谷
　

義
雄

小
西
　

元
八

岸
野
　

雅
信

田
中
　

康
弘

坂
本
　

信
嘉

中
西
　

君
一

山
田
　

好
則

西
岡
　

安
雄

荻
野
　

克
己

細
川
　

知
大

と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
い
よ
い
よ
夏
に
二
〇
二

〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
そ
れ
を

支
え
る
我
が
国
の
消
防
防
災
・
危

機
管
理
体
制
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
御
健

勝
と
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

庫
県
消
防
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
努

力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
兵
庫
県
消
防
の
益
々

の
ご
発
展
、
兵
庫
県
消
防
の
皆
様

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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元
西
宮
市
消
防
団

　

分
団
長 

茶
谷　
　

巖

元
神
戸
市

　

消
防
司
監 
小
野
田
敏
行

元
神
戸
市

　

消
防
正
監 

南
川　

義
信

元
西
宮
市
消
防
団

　

分
団
長 

岡
田　

和
泰

元
神
戸
市
須
磨
消
防
団

　

副
団
長 

鈴
木　

祥
弘

元
明
石
市
消
防
団

　

副
団
長 

田
中　
　

勇

元
尼
崎
市
消
防
団

　

分
団
長 

吉
野　

生
人

元
香
美
町
消
防
団

　

副
団
長 

西
内　

一
博

元
稲
美
町
消
防
団

　

副
団
長 

福
島　

隆
雄

元
淡
路
市
消
防
団

　

副
団
長 

松
本　

節
夫

元
高
砂
市
消
防
団

　

分
団
長 

三
村　

一
三

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　

副
団
長 

大
前　

信
行

元
相
生
市
消
防
団

　

副
団
長 

絹
笠　

健
三

元
神
戸
市
北
消
防
団

　

副
団
長 

上
仲　

良
一

元
芦
屋
市
消
防
団

　

分
団
長 

田
中　

伸
幸

元
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　

団　
　

長 

大
塚　

秀
祐

（
敬
称
略
　
順
不
同
）

【受章者の皆様】

〈
兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
労
）〉

◎
瑞
宝
小
綬
章

◎
瑞
宝
双
光
章

◎
瑞
宝
単
光
章

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
努

力
し
、
消
防
の
発
展
に
大
き
く
授

与
さ
れ
る
藍
綬
褒
章
は
全
国
で
九

五
名
、
う
ち
兵
庫
県
で
は
芦
屋
市

消
防
団
の
岸
野
団
長
が
受
章
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

伝
達
式
は
令
和
元
年
一
二
月
一

七
日
（
火
）
に
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
績
）》

◎
藍
綬
褒
章

芦
屋
市
消
防
団

　

団　
　

長 

岸
野　

雅
信

令
和
元
年
度
秋
の
褒
章
伝
達
式

〜
令
和
元
年
秋
の
褒
章
が
一
一
月
三
日
に
発
令
〜

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
が
一
一
月

三
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
〇
三
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
元
消
防
職
員
二
名
、

元
消
防
団
員
一
四
名
が
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
永
年
に
わ
た
り
国

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火

災
等
の
災
害
か
ら
防
御
す
る
と
と

も
に
、
消
防
力
の
強
化
・
拡
充
に

尽
力
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増

進
及
び
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
た

消
防
関
係
の
方
々
で
す
。

叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令
和
元
年

一
二
月
一
二
日
（
木
）
に
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

《
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
》

瑞
宝
中
綬
章 

一
名

旭
日
小
綬
章 

一
名

瑞
宝
小
綬
章 

二
七
名

旭
日
双
光
章 

二
名

瑞
宝
双
光
章 

六
八
名

瑞
宝
単
光
章 

五
〇
四
名

　
　

計 

六
〇
三
名
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元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　

消
防
司
令
長 

日
下　

誠
人

元
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
司
令
長 
中
島　

正
昭

元
小
野
市

　

消
防
司
令 

小
林　
　

博

元
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
司
令 

田
路　

雅
洋

元
川
西
市

　

消
防
司
令 

甲
斐　

五
郎

元
姫
路
市

　

消
防
司
令
長 

船
越　

英
二

元
尼
崎
市

　

消
防
司
令 

大
野　

憲
彬

元
三
木
市

　

消
防
司
令 

有
馬　

昌
信

元
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

消
防
司
令
長 

東
田　

惠
裕

元
三
田
市

　

消
防
司
令 

的
場　
　

明

元
西
宮
市

　

消
防
司
令
長 

中
島　

眞
二

元
高
砂
市

　

消
防
司
令 

松
本　

敏
裕

元
三
木
市

　

消
防
司
令 

安
居　

幸
一

元
加
古
川
市

　

消
防
司
令
長 

宮
田　
　

正

元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　

消
防
監 

西
田　

藤
一

元
芦
屋
市

　

消
防
司
令
長 

樋
口　

文
夫

元
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

消
防
司
令
長 

柏
木　

康
宏

元
神
戸
市

　

消
防
監 

小
野　

泰
男

元
神
戸
市

　

消
防
監 

土
居　

秀
樹

元
神
戸
市

　

消
防
司
令
長 

堀
之
内
和
已

元
神
戸
市

　

消
防
司
令
長 

渡
邉　
　

勤

元
神
戸
市

　

消
防
司
令
長 

西
井　

政
晴

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害

か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ

た
り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

第
三
三
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

令
和
元
年
一
一
月
三
日
に
発
令

第
三
三
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

令
和
元
年
一
一
月
三
日
に
発
令
（
敬
称
略
　
順
不
同
）

【受賞者の皆様】

◎
瑞
宝
単
光
章

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
関
係
）

　
◎
瑞
宝
双
光
章

に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の

強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防

の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
全
国
で
瑞
宝
双
光

章
二
九
一
名
、
瑞
宝
単
光
章
三
二

七
名
、
計
六
一
八
名
、
う
ち
兵
庫

県
関
係
で
は
、
二
二
名
の
消
防
職

員
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令
和
元
年

一
二
月
一
一
日
（
水
）
に
総
務
省

講
堂
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
元
年
一
〇
月
二
七
日

（
日
）
、
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の

中
、
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

に
て
、
実
戦
デ
モ
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た

く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
各
機
関
の
訓
練
展
示
や

ブ
ー
ス
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
煙
避
難

訓
練
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
自
衛

隊
に
よ
る
炊
出
訓
練
で
は
来
場
者

に
カ
レ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

県
消
防
協
会
も
ブ
ー
ス
に
て
、
パ

ネ
ル
展
示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
消
防

団
啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
の
配
布

を
行
い
、
多
く
の
来
場
者
に
「
消

防
団
」
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
三
木
市
消
防
団
が
小
型

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
た
り
、
明

治
時
代
の
手
引
き
腕
用
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
、
来
場
者
に
放
水
体
験
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど
も
も

大
人
も
楽
し
み
な
が
ら
消
防
団
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
近
所
の
方

が
消
防
団
に
入
っ
て
い
る
。」「
自

分
は
消
防
団
員
で
す
。」
と
「
消
防

団
」
を
認
識
さ
れ
て
い
る
方
も
い

れ
ば
、
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
消
防
団
は
あ
る
の
か
？
」

「
消
防
団
っ
て
ど
ん
な
活
動
し
て

い
る
の
？
」
と
「
消
防
団
」
の
認

識
が
薄
い
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
子
ど

も
達
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
様
々

な
年
代
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
す
。

少
な
か
ら
ず
「
消
防
」
「
防
災
」

に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら

こ
そ
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

所
で
「
消
防
団
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
は
、
「
消
防
団
」
へ
の
認
識
や

興
味
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
、

団
員
確
保
の
第
一
歩
に
な
る
と
実

感
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活

か
し
、
県
消
防
協
会
と
し
て
も

「
消
防
団
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
県
内
各
支
部
の

皆
様
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

優
秀
賞

三
重
県　

伊
賀
市
女
性
消
防
隊

埼
玉
県　

三
郷
市
女
性
消
防
隊

兵
庫
県　

芦
屋
市
女
性
消
防
隊

石
川
県　

加
賀
市
女
性
消
防
隊

愛
知
県　

瀬
戸
市
女
性
消
防
隊

岐
阜
市　

山
県
市
女
性
消
防
隊

岩
手
県　

北
上
市
女
性
消
防
隊

香
川
県　

三
豊
市
女
性
消
防
隊

千
葉
県　

浦
安
市
女
性
消
防
隊

令
和
元
年
一
一
月
一
三
日

（
水
）
九
時
〜

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
横
浜
市
）

【
大
会
結
果
】

優　

勝

　

熊
本
県　

八
代
市
本
部
女
性
消
防
隊

準
優
勝

　

佐
賀
県　

唐
津
市
女
性
消
防
隊

準
優
勝

　

山
口
県　

和
木
町
女
性
消
防
隊

芦
屋
市
女
性
消
防
隊
の
皆
さ
ん

は
、
操
法
経
験
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
県
代
表
と
し
て

出
場
が
決
定
し
て
か
ら
当
日
ま
で
、

一
生
懸
命
訓
練
を
重
ね
、
こ
の
度

の
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

県
協
会
事
務
局
も
、
何
度
か
練

習
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も

に
こ
や
か
な
女
性
団
員
の
皆
さ
ん

が
、
練
習
で
は
き
り
っ
と
し
た
表

情
で
、
真
剣
に
お
互
い
声
を
掛
け

合
っ
て
訓
練
に
励
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
選
手
の
皆
さ
ん
だ

け
で
は
な
く
、
団
長
を
は
じ
め
幹

部
の
皆
さ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
団
員
の
皆
さ
ん
、
消
防
本
部

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
族
が
一
丸
と
な
り
、
チ
ー
ム

を
支
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
選
手
の
皆
さ
ん

に
は
時
折
笑
顔
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
や
は
り
緊
張
さ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
そ
の
緊
張
に
打
ち
勝

ち
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
芦
屋
市
女
性

消
防
隊
の
皆
さ
ん
、
改
め
て
お
疲

れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
応
援
者
や

各
種
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
大
会
日
程
】

・
激
励
交
流
会

令
和
元
年
一
一
月
一
二
日

（
火
）
一
七
時
二
〇
分
〜

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン

タ
ー
（
横
浜
市
）

・
大
会

令
和
元
年
一
一
月
一
三
日

（
水
）
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お

い
て
、
第
二
四
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
女
性
消
防
隊
の
消

防
技
術
向
上
と
、
士
気
の
高
揚
を

図
り
、
地
域
に
お
け
る
消
防
活
動

の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
四
七
都
道
府
県
の
代
表
が
、

そ
れ
ぞ
れ
訓
練
を
重
ね
、
安
全
で

確
実
に
、
迅
速
な
行
動
を
基
本
と

し
た
軽
可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
基
本

操
作
の
技
術
等
を
競
い
ま
し
た
。

当
県
か
ら
は
、
芦
屋
市
女
性
消

防
隊
（
芦
屋
市
消
防
団
）
が
代
表

と
し
て
出
場
し
、
見
事
六
位
（
優

秀
賞
）
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
修
め
、
さ
ら
に
三
番
員
の
和
田

友
見
子
さ
ん
と
四
番
員
の
信
岡
史

恵
さ
ん
が
優
秀
選
手
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 突撃取材

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

第
二
四
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
開
催

　  

芦
屋
市
女
性
消
防
隊
、「
優
秀
賞
」受
賞
!!

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

開会式

いよいよ操法開始放水

４番員信岡さん
(表彰台）

３番員和田さん
（表彰台）

表彰式後、笑顔で記念写真

岸谷会長、岸野団長、選手の皆さんで記念撮影

会場ゲート

岸谷会長からの激励

フォトセッション

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
実
戦
デ
モ

―

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い―

県
消
防
協
会
も
ブ
ー
ス
展
示
参
加

開会式（防災監あいさつ）

三木市消防団小型ポンプ操法披露子ども達もたくさん来てくれました

展示ブースへ来てくださった
亀井県災害対策局長と北田県消防課長

開会式の様子

色々な消防車両の写真に興味津々明治23年配備の手引き腕用
ポンプを使った放水体験
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体
験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
消
防
団
員
で
あ
る
辻
川
区
長

様
や
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
「
消
防

団
員
の
思
い
」
と
題
し
、
児
童
の

皆
さ
ん
へ
「
活
動
の
思
い
」
を
伝

え
ま
し
た
。

自
分
の
町
を
好
き
に
な
り
、
皆

で
力
を
合
わ
せ
て
地
元
を
守
る
気

持
ち
、
そ
し
て
地
域
の
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
自
分

た
ち
の
町
を
守
る
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
、
大
人
に
な
っ
た
ら
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
と
児
童
へ

向
け
、
思
い
の
こ
も
っ
た
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

見
学
会
は
全
て
福
崎
町
消
防
団

で
企
画
・
進
行
を
行
い
、
随
所
に

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
消

防
団
を
知
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
消
防
団
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
で
消
防
団
へ
の
理
解

や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
意
識

が
培
わ
れ
ま
す
。

こ
の
見
学
会
の
よ
う
な
活
動
が

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
大
切
さ
」
を
伝
え
、
将
来
、

地
域
を
支
え
、
守
る
人
材
の
育
成

に
繋
が
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

車
四
九
台
を
保
有
し
、
市
民
の
安
心

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
日
夜
積

極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

丹
波
篠
山
市
消
防
団
で
は
、
消
防

出
初
式
、
年
末
警
戒
、
年
間
を
通
し

て
の
日
々
の
点
検
・
訓
練
活
動
に
加

え
て
、
例
年
四
月
に
二
一
分
団
の
正

副
分
団
長
と
新
入
団
員
を
対
象
に
正

副
団
長
と
丹
波
篠
山
市
消
防
本
部
署

員
が
講
師
と
な
り
、
消
防
無
線
の
通

信
方
法
や
礼
式
・
部
隊
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
九
月
一
日
の
防
災
の

日
に
は
、
班
長
以
上
二
〇
〇
名
の
団

員
を
対
象
と
し
た
防
災
に
対
す
る
危

機
管
理
と
し
て
、
講
師
を
招
き
原
子

力
災
害
を
含
む
防
災
全
般
の
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
丹
波
篠
山
市
は
、

福
井
県
高
浜
町
の
関
西
電
力
高
浜
原

発
か
ら
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
が
地
域
の

安
全
確
保
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
原
発
災
害
に
備
え

て
原
子
力
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
、
有
事
の
際
の
心
構
え
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
放
射
能
と
い
う
目

豊
岡
市
は
、
平
成
一
七
年
四
月
一

日
、
兵
庫
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

一
市
五
町
（
豊
岡
市
、
城
崎
町
竹
野

町
、
日
高
町
、
出
石
町
、
但
東
町
）

が
合
併
し
て
で
き
た
ま
ち
で
す
。
北

は
日
本
海
、
東
は
京
都
府
に
接
し
、

中
央
部
に
は
母
な
る
川
・
円
山
川
が

悠
然
と
流
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
部
は

山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
、
山
岳
部
は

氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
、
多
彩
な
四
季
を
織
り
な
す

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
七
年
九
月
に
は
、

国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
自
然
放
鳥
さ
れ
、
人
も
コ

ウ
ノ
ト
リ
も
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
の
消
防
団
は
市
町
合
併
前

の
六
消
防
団
を
残
す
多
団
制
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
城
崎
消
防
団
は
五
分
団
一

〇
班
体
制
で
、
装
備
と
し
て
は
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
一
〇
台
、
団
本
部
指

丹
波
篠
山
市
は
、
平
成
一
一
年
四

月
一
日
に
旧
多
紀
郡
四
町
（
篠
山

町
・
西
紀
町
・
丹
南
町
・
今
田
町
）

が
合
併
し
、
市
制
施
行
に
よ
る
「
篠

山
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
名
変
更
の
要
望
が
あ
り
、
令
和
元

年
五
月
一
日
、
市
の
名
称
を
「
丹
波

篠
山
市
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

丹
波
篠
山
市
は
、
兵
庫
県
の
中
東

部
に
位
置
し
、
人
口
は
四
一
，
七
六

〇
人
（
平
成
三
一
年
一
月
末
現
在
）
、

総
面
積
は
三
七
七
・
五
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
東
は
京
都
府
、
西
・
北

は
丹
波
市
・
加
東
市
、
南
は
大
阪

府
・
三
田
市
な
ど
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。丹

波
篠
山
市
消
防
団
は
、
一
団
二

一
分
団
、
団
員
数
一
，
二
一
五
名

（
平
成
三
一
年
四
月
一
日
現
在
）
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

装
備
と
し
て
は
、
水
槽
付
ポ
ン
プ

自
動
車
八
台
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
一
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

揮
車
一
台
を
保
有
し
、
団
員
数
一
二

七
名
で
城
崎
地
域
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
た
め
に
日
夜
積
極
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
轄
区
域
の
人
口
は
約
三
千
三
百

人
と
小
規
模
で
す
が
、
温
泉
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
夜
間
人
口
は
宿
泊
さ
れ

る
観
光
客
な
ど
に
よ
っ
て
大
幅
に
増

加
し
ま
す
。

今
回
は
令
和
元
年
四
月
一
四
日
か

ら
一
一
月
一
七
日
ま
で
合
計
一
二
回

P
i
c
k
 
U
p
!

『
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
て
』

丹
波
篠
山
市
消
防
団

『
ア
カ
デ
ミ
ー
訓
練
を
実
施
』

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

「新入団員研修」

「礼式・部隊訓練」

【消防署にて訓練想定】

いよいよ見学会開始！

消防団員の思いを語ります

防火衣を着てヘルメット装着！気分は消防団員さん

放水開始！水の勢いがすごい！

「防災研修会」

【最終日の総合訓練】

【ロープワークに挑戦】

行
わ
れ
た
城
崎
消
防
団
ア
カ
デ
ミ
ー

訓
練
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
受
講
生
を
班
長
級
の

団
員
を
中
心
と
し
た
一
二
名
の
上
級

訓
練
と
入
団
か
ら
間
も
な
い
団
員
一

二
名
の
基
本
訓
練
の
二
コ
ー
ス
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
員
の
資
質
向
上

を
目
的
と
し
、
豊
岡
消
防
署
城
崎
分

署
に
指
導
を
依
頼
し
ま
し
た
。

初
日
の
四
月
一
四
日
は
受
講
者
全

員
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
座

学
講
習
が
行
わ
れ
、
熱
心
な
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上

級
・
基
本
訓
練
と
も
各
四
回
の
講
習

を
受
け
、
一
一
月
一
七
日
に
最
終
の

総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
総
合
訓

練
の
内
容
は
火
災
出
動
時
の
無
線
開

局
か
ら
、
ポ
ン
プ
自
動
車
運
行
・
現

場
指
揮
本
部
と
の
情
報
伝
達
・
放
水

活
動
等
多
方
面
に
わ
た
る
実
践
に
即

し
た
も
の
で
し
た
。
最
後
に
豊
岡
消

防
署
城
崎
分
署
長
か
ら
講
評
を
受
け
、

訓
練
を
修
了
し
ま
し
た
。
参
加
受
講

者
の
中
か
ら
合
格
者
に
対
し
、
出
初

式
で
修
了
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

豊
岡
市
城
崎
消
防
団
は
今
回
の
訓

練
を
契
機
に
、
今
後
と
も
、
さ
ら
な

る
消
防
団
員
の
充
実
強
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

に
見
え
な
い
脅
威
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
念
頭
に

置
き
、
市
民
の
安
心
安
全
な
生
活
を

守
る
た
め
に
こ
の
研
修
を
今
後
の
活

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

昨
年
は
幸
い
に
も
丹
波
篠
山
市
で

は
、
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
大
き
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年

は
異
常
気
象
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
自
然
災
害
等
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
得
た
反
省
点
や
改
善
点
を

踏
ま
え
な
が
ら
訓
練
を
重
ね
て
い
き
、

市
民
の
安
心
安
全
確
保
の
た
め
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
と
し
て

決
意
を
新
た
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

学
三
年
生
を
対
象
に
消
防
団
見
学

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
会
は
、
消
防
団
の
方
の
自

己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
消
防
団
に

つ
い
て
の
ク
イ
ズ
で
学
習
を
し
た

り
、
車
両
や
資
機
材
に
実
際
に
触

れ
て
み
た
り
、
質
疑
応
答
や
放
水

消
防
団
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
福
崎
町
消
防
団
で
は
毎
年
、

学
校
・
地
域
と
連
携
協
力
し
、
小

令
和
元
年
一
二
月
二
三
日

（
月
）
福
崎
町
辻
川
公
民
館
に
て
、

田
原
小
学
校
三
年
生
を
対
象
に
、

福
崎
町
消
防
団

小
学
生
に
向
け
た
消
防
団
見
学
会
が
開
催

（6）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 684 号 令和２年１月15日
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長
で
す
。
団
長
は
昭
和
六
二
年
四

月
に
入
団
さ
れ
、
平
成
三
一
年
四

月
に
団
長
に
就
任
。
火
災
発
生
時

に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、

陣
頭
指
揮
を
と
る
行
動
力
に
溢
れ

た
団
長
で
す
。
普
段
は
中
原
水
産

と
い
う
水
産
加
工
場
と
直
営
食
堂

を
営
ま
れ
、
絶
品
の
シ
ラ
ス
丼
を

提
供
す
る
一
方
、
全
国
大
会
で
三

位
と
な
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
の
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の

一
面
を
持
つ
「
ロ
ッ
ク
な
団
長
」

で
す
。

そ
ん
な
団
長
も
平
成
一
六
年
の

台
風
二
三
号
災
害
の
際
に
は
、
洲

本
川
の
氾
濫
で
、
自
宅
が
床
上
浸

水
す
る
中
、
地
元
消
防
団
の
分
団

長
と
し
て
避
難
の
呼
び
掛
け
や
逃

げ
遅
れ
た
高
齢
者
の
救
出
活
動
に

奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
き
す

る
と
、
「
近
年
は
過
去
の
経
験
を

上
回
る
よ
う
な
災
害
が
全
国
で
続

い
て
お
り
、
市
民
の
消
防
団
員
へ

の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に

安
全
管
理
に
つ
い
て
は
再
徹
底
し

て
任
務
に
あ
た
り
た
い
。
」
と
熱

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
洲
本
市
消
防
団
に

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
!!

三
号
に
よ
る
水
害
で
は
、
自
宅
の

被
災
状
況
も
顧
み
ず
、
避
難
者
の

誘
導
や
、
土
砂
の
撤
去
活
動
に
も

精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
現

在
で
は
被
災
当
時
を
知
る
団
員
も

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
貴
重
な
活

動
経
験
は
、
団
員
の
模
範
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
責
任
感

は
非
常
に
強
く
、
穏
健
な
そ
の
性

格
は
地
域
住
民
や
関
係
機
関
も
厚

い
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
団
長
は
日
頃
、
製
造
業

に
従
事
し
て
お
り
、
仕
事
の
現
場

で
は
誰
よ
り
も
現
場
の
安
全
確
認

を
怠
り
ま
せ
ん
。
そ
の
堅
実
さ
は

消
防
活
動
で
も
活
か
さ
れ
て
お
り
、

火
災
時
に
は
、
常
に
広
い
視
野
で

状
況
を
把
握
し
、
地
域
住
民
だ
け

で
な
く
、
消
防
団
員
の
身
の
安
全

に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
幹
部
団
員
の
育
成
を
重

点
と
し
た
訓
練
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
よ
り
一
層
の
消
防
・
防

災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
淡
路
市
消
防
団
は
、
上

田
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
誰
一
人

「
淡
路
市
消
防
団
は

安
全
第
一
！
」

淡
路
市
消
防
団
は
平
成
一
七
年

の
淡
路
市
誕
生
と
同
時
に
発
足
し
、

現
在
は
五
地
区
、
二
五
分
団
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
八
台
、
小
型
動

力
付
積
載
車
八
一
台
、
団
員
数
一
，

七
五
二
人
体
制
で
、
日
夜
消
防
活

動
に
精
励
し
て
い
ま
す
。

上
田
団
長
は
、
平
成
七
年
に
旧

津
名
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
平

成
二
五
年
に
津
名
地
区
団
長
、
平

成
二
七
年
に
は
副
団
長
に
就
任
さ

れ
、
平
成
三
一
年
よ
り
淡
路
市
で

は
五
代
目
の
消
防
団
長
を
拝
命
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
六
年
の
台
風
二

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

淡
路
市
消
防
団　
　
　

上
田　

富
弘

怪
我
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

常
に
安
全
第
一
で
消
防
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

「
ロ
ッ
ク
な
団
長
」

洲
本
市
は
、
淡
路
島
の
中
央
部

に
位
置
す
る
人
口
約
四
万
四
千
人

の
ま
ち
で
す
。
市
内
に
は
大
浜
海

岸
、
三
熊
山
、
成
ヶ
島
と
い
っ
た

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
指
定
地
域

も
あ
り
、
自
然
豊
か
な
市
で
す
。

ま
た
、
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
シ

リ
ー
ズ
の
生
み
の
親
で
あ
る
堀
井

雄
二
氏
の
出
身
地
で
、
市
民
広
場

に
は
記
念
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。洲

本
市
消
防
団
は
、
本
部
及
び

一
六
の
分
団
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
先
頭
に
立
つ
の
が　

中
原
団

区民大会での広報活動

前列中央が筆者

神
戸
市
須
磨
区
は
、
南
部
に
平
家

物
語
に
も
謳
わ
れ
た
、
鵯
越
の
逆
落

と
し
で
有
名
な
一
ノ
谷
合
戦
の
舞
台

が
あ
り
、
北
部
は
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
豊
か
な
六
甲
山
の
山
並

み
と
、
美
し
い
須
磨
海
岸
の
砂
浜
が

あ
り
、
神
戸
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
県

外
か
ら
の
観
光
客
に
も
人
気
の
あ
る

素
敵
な
街
で
す
。

こ
の
よ
う
に
「
地
域
力
」
と
「
情

熱
」
が
あ
ふ
れ
る
街
に
あ
る
大
学

「
神
戸
女
子
大
学
」
の
学
生
消
防
団

員
を
紹
介
し
ま
す
。

神
戸
女
子
大
学
は
、
二
〇
一
〇
年

四
月
に
、
女
子
大
学
で
は
国
内
初
め

て
と
な
る
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
登
録

一
〇
年
を
記
念
す
る
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
神
戸
女
子
大
学
に
は
、
私
た

ち
学
生
消
防
団
員
一
三
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
実
際
に
活
動
し
て
い
る

内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
主
に

防
災
に
関
す
る
広
報
活
動
、
地
域
の

防
火
・
防
災
訓
練
で
の
住
民
の
方
へ

の
防
火
指
導
、
さ
ら
に
救
急
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
（
神
戸
市
で
の
呼
び
名

で
、
一
般
的
に
は
「
応
急
手
当
普
及

員
」
と
い
う
。
）
の
資
格
を
保
有
し
、

各
種
団
体
や
学
校
等
で
行
わ
れ
る
救

急
講
習
会
の
指
導
員
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
私
た
ち
が
卒
業
し
た
後
も
、

次
の
世
代
へ
知
識
や
技
術
を
引
き
継

ぎ
、
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
の
方
々

に
愛
さ
れ
、
ま
た
、
頼
り
に
さ
れ
る

存
在
を
目
指
し
、
前
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
神
戸
女
子
大
学
　
学
生
消
防
団
員
』

神
戸
市
須
磨
消
防
団

　

団
員　

高
見
あ
す
か

がんばってます、女性消防団員

洲
本
市
消
防
団　
　
　

中
原　

章
晴

 

私
が
、
川
西
市
女
性
消
防
団
に
入
団
し
た

の
は
、
母
親
の
影
響
で
す
。

母
親
は
川
西
市
女
性
消
防
団
が
結
成
さ
れ

た
平
成
五
年
八
月
か
ら
消
防
団
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
幼
い
頃
か
ら
、
一

ケ
月
に
一
度
の
定
例
会
議
に
一
緒
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
消
防
団
活
動
の
話
を

聞
い
て
育
っ
た
か
ら
か
、
消
防
団
の
こ
と
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

一
八
歳
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
私
も
当
然

の
よ
う
に
入
団
し
て
い
ま
し
た
。

男
性
団
員
と
は
違
っ
て
火
災
現
場
へ
の
出

動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
の
行
事
（
花
火
大

会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
）
で
救
護
班
と
し
て
出

動
す
る
他
、
防
火
・
防
災
啓
発
活
動
や
Ｃ
Ｐ

Ｒ
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
命
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
思
い
を
込
め
て
活

動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

自
分
自
身
、
と
て
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
団
二
年
目
の
時
に
は
、
市
の
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
一
番
員
と
し
て
出
場
。

三
月
・
四
月
の
二
ケ
月
間
、
男
性
団
員
や
母

親
に
熱
烈
指
導
を
受
け
、
見
事
「
優
勝
!!
」

…

と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
好
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
団
か
ら
早
く
も
六
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
学
生
か
ら
社
会
人
と
な
っ
た
現
在
、

不
規
則
勤
務
の
仕
事
で
、
消
防
団
活
動
に
は

様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
初
心
を
忘
れ

ず
、
母
親
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～母の背を見て
　　　　消防団へ～
川西市消防団第１１分団
（愛称：チェリーファイアー）
松浦　柚美

われら
若手消防団員

お悔み

令
和
元
年
一
二
月
二
七
日
（
金
）
、
小
野
市
消
防
団

団
長
飛
田
佳
孝
氏
が
御
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

飛
田
氏
は
平
成
二
六
年
五
月
よ
り
当
協
会
の
評
議
員

を
、
令
和
元
年
五
月
か
ら
は
監
事
を
歴
任
さ
れ
、
当
県

の
消
防
団
活
動
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（公財）兵庫県消防協会
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地
域

お
知
ら
せ

の

●
和
酒
餡
（
わ
し
ゅ
あ
ん
）

店
舗
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
ク
マ

を
あ
し
ら
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
生
地

に
お
酒
を
混
ぜ
込
ん
だ
餡
入
り
。

●
お
の
恋
カ
ス
テ
ラ

お
酒
を
混
ぜ
込
ん
だ
カ
ス
テ
ラ
。

酒
を
酌
み
交
わ
す
よ
う
に
、
カ
ス

テ
ラ
を
囲
ん
で
楽
し
い
時
間
を
。

●
日
本
酒
ボ
ン
ボ
ン 

市
内
に
あ
る
浄
土
寺
に
ち
な
み
、

形
は
仏
像
の
顔
。
中
か
ら
あ
ふ
れ

出
す
日
本
酒
は
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
。

●
米
の
雫

酒
米
の
形
を
し
た
メ
レ
ン
ゲ
。

運
が
良
け
れ
ば
、
幸
せ
を
感
じ
る

ハ
ー
ト
形
と
出
会
え
る
か
も
。

酒
米
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
「
山

田
錦
」
を
使
っ
た
小
野
市
の
逸
品

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
で
は
、
酒
米
山
田
錦
の
生

産
が
盛
ん
で
、
特
に
市
の
東
部
に

あ
た
る
下
東
条
地
区
は
、
高
品
質

と
さ
れ
る
地
域
ラ
ン
ク
特
Ａ
地
区
。

そ
れ
ら
の
酒
米
で
作
っ
た
お
酒
と

し
て
、
平
成
三
〇
年
五
月
に
「
生

一
本
純
米
吟
醸
」
を
、
一
二
月
に

は
精
米
歩
合
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

「
純
米
大
吟
醸
」
を
販
売
。
さ
ら

に
今
年
は
、
そ
れ
ら
の
お
酒
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
四
種
が
誕
生
し

ま
し
た
。

酒
蔵
は
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野

町
　
妥
協
な
し
の
一
五
〇
年

辰
野
町
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
「
日
本
中
心
の
標
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
タ
ル
の

名
所
、
松
尾
狭
が
あ
り
、
ホ
タ
ル

の
飛
び
交
う
六
月
に
は
祭
り
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

稲
美
町
は
、
兵
庫
県
南
部
の
東

播
磨
地
域
に
あ
り
、
東
は
神
戸
市
、

西
は
加
古
川
市
、
南
・
北
に
は
明

石
市
、
三
木
市
と
そ
れ
ぞ
れ
隣
接

し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
〇
年
三
月
に
加
古
村
、

母
里
村
、
天
満
村
が
合
併
し
て
稲

美
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
か
つ
て

万
葉
集
に
「
い
な
み
野
」
と
詠
ま

れ
た
、
水
の
乏
し
い
「
い
な
み
野

台
地
」
を
先
人
た
ち
は
、
灌
漑
用

水
と
た
め
池
の
築
造
で
補
い
、
農

業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

明
治
以
降
に
は
、
大
規
模
な
灌

漑
用
水
の
完
成
に
よ
り
、
水
田
開

発
が
大
き
く
進
み
、
黄
金
色
の
稲

穂
に
満
ち
た
美
し
い
町
の
基
礎
が

築
か
れ
ま
し
た
。

現
在
も
町
内
に
は
、
八
八
の
た

め
池
が
点
在
し
、
農
林
水
産
省
か

ら
「
た
め
池
一
〇
〇
選
」
に
も
選

ば
れ
た
県
内
最
古
の
「
天
満
大

池
」
が
あ
り
、
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ア
サ
ザ
の
生
息
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

内
最
大
の
貯
水
量
を
誇
る
「
加
古

大
池
」
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む

そ
ん
な
辰
野
町
で
江
戸
後
期
か

ら
創
業
一
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
㈱
小
野
酒
造
店
が
、
小
野
市

の
山
田
錦
を
使
っ
た
日
本
酒
「
お

の
恋
」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

同
店
の
杜
氏
は
、
純
米
大
吟
醸

へ
の
思
い
も
強
く
、
麹
を
作
る
工

程
で
は
蔵
に
泊
ま
り
込
み
、
二
時

間
お
き
に
様
子
を
見
て
い
る
そ
う

で
す
。

●
お
の
恋
生
一
本
純
米
吟
醸

同
店
イ
チ
お
し
の
商
品
で
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
で
す
っ
き
り
し
た
飲

み
囗
。

●
お
の
恋
純
米
大
吟
醸

や
わ
ら
か
さ
の
あ
る
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
で
後
味
す
っ
き
り
。

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
飲
む
の
が
お
ス

ス
メ
。

日
本
酒
「
お
の
恋
」
を
使
っ
た

逸
品
ス
イ
ー
ツ

こ
だ
わ
り
抜
い
て
作
ら
れ
た
日

本
酒
「
お
の
恋
」
を
使
っ
た
お
菓

子
（
ス
イ
ー
ツ
）
づ
く
り
に
、
市

内
洋
菓
子
店
が
挑
戦
。
特
産
品
に

こ
だ
わ
っ
た
逸
品
ス
イ
ー
ツ
と
し

て
新
た
に
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

万葉の森

ため池群

山
田
錦
を
味
わ
い
尽
く
す

人
と
緑
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
　
い
な
み

稲
美
町

小
野
市

編
集
後
記

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
た
め
池
や
水
路
、
水

田
、
集
落
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
稲
美
町
特
有
の
景
観
は
、

文
化
庁
か
ら
「
稲
美
の
た
め

池
群
」
と
し
て
、
文
化
的
景

観
の
重
要
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
町
に
は
、
国
道
や
鉄
道

の
乗
り
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
近
隣
の
四
市
に
囲
ま
れ

た
地
理
的
条
件
か
ら
、
基
幹

産
業
の
農
業
の
ほ
か
、
住
宅

地
や
工
業
用
地
と
し
て
も
開

発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
令
和
」ゆ
か
り
の
地
〝
い
な
み
野

万
葉
の
森
〞

稲
美
町
は
古
来
よ
り
万
葉
集
に

詠
ま
れ
た
「
い
な
み
野
」
に
位
置

し
、
〝
い
な
み
野
万
葉
の
森
〞
は

当
時
の
い
な
み
野
と
瀬
戸
内
海
を

形
造
っ
た
日
本
庭
園
で
す
。

園
内
に
は
約
一
二
〇
種
類
の
万

葉
植
物
や
「
い
な
み
野
」
が
詠
ま

れ
た
歌
碑
が
あ
り
、
新
元
号
「
令

和
」
の
典
拠
と
な
っ
た
万
葉
集
の

歌
も
三
〇
年
以
上
前
か
ら
〝
い
な

み
野
万
葉
の
森
〞
に
歌
碑
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
元
号
の
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
多
数
の
来
園
者

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
偶
然
に
も
、

歌
碑
で
は
「
令
」
「
和
」
の
字
が

横
に
並
ん
で
い
ま
す
。

平
成
三
〇
年
度
に
は
園
路
等
の

改
修
を
行
う
と
と
も
に
新
た
に
数

奇
屋
門
の
入
口
が
完
成
し
ま
し
た
。

敷
地
内
に
あ
る
憩
い
の
館
で
は
、

無
料
湯
茶
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま

す
。ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
い
な
み
野

万
葉
の
森
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

■
所
在
地

加
古
郡
稲
美
町
国
安
一
二
八
六

─五
五

■
電
話

〇
七
九
─四
九
二
─三
七
七
〇

■
開
園
時
間

七
〜
九
月
／
九
時
三
〇
分
〜
一

七
時
〇
〇
分

一
〇
〜
六
月
／
九
時
三
〇
分
〜

一
六
時
〇
〇
分

■
休
園
日

毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
（
一

二
月
二
八
日
〜
翌
年
一
月
四

日
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
新
年

を
迎
え
、
決
意
も
新
た
に

消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

さ
て
、
今
月
号
で
は
各

団
体
の
代
表
者
の
年
頭
の

あ
い
さ
つ
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
三
面
・
四
面
で

は
、
秋
の
叙
勲
・
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
の
記
事
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
受

賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
「
兵

庫
消
防
」
の
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

和酒餡
（パティスリーアプレシエ）

おの恋カステラ
(パティシエゲンタロウ)

日本酒ボンボン
（アベニュー・ド・ラペ）

米の雫
（お菓子の家シェシエ）

高温の蒸米を手で均一に広げて冷ます作業＝㈱小野酒造店で

〜
お
詫
び
〜

兵
庫
消
防
一
一
月
号
「
ひ
ょ
う

ご
消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一
九
の
開

催
」
の
記
事
に
お
い
て
、
誤
記
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
誤
）「
加
古
川
市
消
防
本
部
」

　
　
　
　
　
←

（
正
）「
加
古
川
市
消
防
団
」

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

公益財団法人兵庫県消防
協会では、県下消防団の活
躍を広めるため、Fa c e 
bookページを開設致しま
した。各消防団の活動につ
いて、投稿をしていきます
ので消防団員の皆様には是
非、当協会ページのフォ
ローをお願いします。
また、皆様の活躍を広く
県民の方などへお届けでき
ますよう、当協会ページや
投稿記事をシェアしていた
だき、友達へ拡散していた
だけますようお願いします。

兵庫県消防協会
Facebookページの
開設のお知らせ

アクセスは
こちらから　⇒

FacebookページのURL
https://www.facebook.com/

hyoshokyo

（8）（隔月奇数月15日発行）兵　　庫　　消　　防第 684 号 令和２年１月15日


